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な論理を欠いています。教育的にもよくありません。 （11月 14日） 
 
稲村氏の「もっと真実を知ろうー被ばく線量にはしきい値があるー」に対するコメント 
                      山田耕作 kosakuyamada@yahoo.co.jp  
稲村氏は閾値のない式を導いて、しきい値があると主張している。稲村氏の式を検討して
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